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経済

環境

事業者名 株式会社ライントラストシステム

BEMSによる省エネ制御からCO2排出量の削減を目指す
＊Building Energy Management System

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

a

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

更新

三側面
（分野に☑）

環境

社会

SDGsに関する重点的な取組み

自社によるCO2排出量の削減
（2024年度比）

有給休暇、子育て支援への会社サポート強化

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な
取組み」と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、前期の重点的な取組みの実施状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。
※提出前に全てセルが青色から白色に変更になっているかをご確認ください。

＜パートナーシップ＞

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

BEMS、BASの国内シェアトップのアズビル社製品の工事を請け負い、省エネ制御からCO2排出量の削
減を目指す

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

自社によるCO2排出量の削減
CO2排出量削減
2024年度20％削減
（2021年度比）

健康的かつ働きがいのある職場環境の整備

社会

経済

環境

社会

経済 45名
・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の
分野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標項目と、現状の数
値および更新時（3年後）の数値目標を記載してください。前期と同じ取組みの場合は、現状の数値と下記の前期実績が一致しているかをご確認
ください。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

工事着工数増加
2024年度20％増加
（2021年度比）

前期の指標に対する実績

BEMS・BAS工事件数の増加
＊Building Automation System

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

日本郵便の配送バイク全面EV化の工事（鹿児島・長崎離
島）を受託したことにより、工事人員を集中投下しており、
ＢＥＭＳ工事件数が減少し未達成となった。

経済

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

a

a 社内にジム施設の整備、健診メニューの充実等、健康経営
を実践することで職場環境を整備。大幅に社員が増加し
て達成となった。

2021年度　２５名
2024年度  39名（14名増加）

a
社有車のEV化、工事車両の燃費向上により、一台当たり
のガソリン・軽油の消費量は削減された。ただし、工事件
数や社員数増加に伴い、全体CO２量はほぼ同量で未達成
となった。

項目 有給休暇の取得率43％アップ

三側面
（分野に☑）

現状（2024年） 更新時（3年後）

健康的かつ働きがいのある職場環境の整備 現状（2024年） 更新時（3年後）

2021年度（36t）
2024年度（35t）～約3％減少

前期のSDGsに関する重点的な取組み

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

前期の指標

３９名

前期の指標に対する実績

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

社員数30名
2024年度５名増加
（2021年度比）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

マイナス40％（9件⇒5件）

指標
（更新時に向けた数値目標）

項目 CO2排出量削減20％削減

現状（2024年） 更新時（3年後）

35ｔ

7% 50%

項目 社員数４５名（６名増加）

２８ｔ


